
オ
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
又
は
繰
下
げ
の
制
度

有
・
無

カ
事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
運
営

有
・
無

キ
育
児
に
要
す
る
経
費
の
援
助
措
置
等

有
・
無

告

示

平成™™年�月™š日 水曜日 (号外第˜š™号)官 報

さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
一
月
に
は
、
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
基

づ
き
、
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
の
大
綱
と
し
て「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
子
ど
も
と
子
育
て
を
応
援
す
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
経
済
面
の
支
援
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
基
盤
整
備
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
推

進
す
る
一
環
と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
た
め
の
働
き
方
の
改
革
に
つ

い
て
も
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
目
途
と
し
て
目
指
す
べ
き
施
策
内
容
と
数

値
目
標
を
定
め
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
含
め
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

七
の
１
の
\
の
エ
中
Í
を
Î
と
し
、
Ì
を
Í
と
し
、
Ë
を
Ì
と
し
、
同
Ê
中
「
周
知
等
」
を
「
周
知
」
に
改
め
、「
男

性
も
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
や
、」
を
削
り
、
同
Ê
を
同
Ë
と
し
、
そ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ê

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
の
制
度
や
専
業
主
婦
の
夫
で
も
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
の
周
知
等
、
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
。

七
の
１
の
\
の
オ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

オ

短
時
間
勤
務
制
度
等
の
実
施

働
き
続
け
な
が
ら
子
育
て
を
行
う
労
働
者
が
子
育
て
の
た
め
の
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

子
ど
も
を
育
て
る
労
働
者
の
う
ち
希
望
す
る
者
が
利
用
で
き
る
制
度
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
の
う
ち
適

切
な
も
の
を
実
施
す
る
。

Ê

三
歳
以
上
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
す
る
所
定
外
労
働
の
免
除

Ë

三
歳
以
上
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対
す
る
短
時
間
勤
務
制
度

Ì

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

Í

始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
又
は
繰
下
げ
の
制
度

七
の
１
の
\
の
カ
中
「
事
業
所
内
託
児
施
設
」
を
「
事
業
所
内
保
育
施
設
」
に
改
め
、
同
コ
中
「
、
子
ど
も
の
検
診

や
予
防
接
種
の
た
め
の
休
暇
制
度
の
実
施
」
を
削
り
、
同
サ
中
「
看
護
休
暇
」
の
下
に
「
、
所
定
外
労
働
の
制
限
」
を

加
え
、「
及
び
深
夜
業
の
制
限
」
を
「
、
深
夜
業
の
制
限
及
び
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
」
に
改
め
、同
]
の
ウ
中「
の

促
進
」
を
「
・
定
着
」
に
、「
導
入
が
」
を
「
導
入
・
定
着
が
」
に
改
め
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

告
示
第
一
号

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び
雇
用
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成

十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
動
計
画
策
定
指
針
（
平
成
二
十
一
年
国
家
公
安
委

員
会
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
告
示
第
一
号
）
の
一
部

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
七
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

様
式
第
二
号
（
第
３
面
）
の
~
中
「か

ら
‚

」
を
「か

ら
‚
ま
で

」
に
改
め
、
同
�
中
「の

措
置

」
を
削
り
、
同
様

式
（
第
５
面
・
第
６
面
）の
11
の
]
中「（平

成
３
年
法
律
第
7
6号

）」を
削
り
、同
^
中「「短

時
間
勤
務
の
制
度

」」を「「短
時
間
勤
務
制
度

」」に
、「育

児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
三
年
労
働
省
令
第
二
十
五
号
。）第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号

」
を
「育

児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
第
2
3条
第
１
項

」
に
、「短

時
間
勤
務
の
制
度
の
措
置

」
を
「所

定
労

働
時
間
の
短
縮
措
置

」
に
、「小

学
校

」
を
「３

歳
か
ら
小
学
校

」
に
、「短

時
間
勤
務
の
制
度
を

」
を
「所

定
労
働
時
間

の
短
縮
措
置
に
準
ず
る
措
置
を

」
に
改
め
、
同
12
中
「勤

務
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
等

」
を
「短

時
間
勤
務
制
度
等

」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
計
画
期
間
が
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
主
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

施
行
日
前
に
計
画
期
間
が
開
始
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
関
し
て
事
業
主
（
改
正
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
事
業
主
を
除
く
。）が
行
う
法
第
十
三
条
の
申
請
に

係
る
同
条
の
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則（
以

下
「
新
次
世
代
則
」
と
い
う
。）第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
常
時
百
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
関
す
る
暫
定
措
置
等
）

第
三
条

改
正
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
新
次
世

代
則
第
四
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
第
四
条

の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
前
に
計
画
期
間
が
開
始
し
た
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
関
し
て
事
業
主
（
前
項
に
規
定

す
る
事
業
主
に
限
る
。）が
同
日
以
降
に
行
う
法
第
十
三
条
の
申
請
に
係
る
同
条
の
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
次

世
代
則
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
及
び

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
）
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
井

洽

文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一
の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

背
景

次
世
代
育
成
支
援
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
七
月
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）が
制
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
主
が
行

動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」（
平
成
十
六
年
六
月
）、「
新
し
い
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
六

月
）
並
び
に「「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」
重
点
戦
略
」、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」（
以
下
「
憲
章
」
と
い
う
。）及
び「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」（
以
下「
行

動
指
針
」
と
い
う
。）（
平
成
十
九
年
十
二
月
）
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
憲
章
に
お
い
て
は
、
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な
社
会
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の

時
間
が
確
保
で
き
る
社
会
、
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
企

業
と
働
く
者
、
国
民
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
関
係
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
行
動
指
針

に
お
い
て
は
、
憲
章
が
掲
げ
る
三
つ
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
示
す
と
と
も
に
、
各
主
体
の
取

組
を
推
進
す
る
た
め
の
社
会
全
体
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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